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【方   法】 
 名古屋市立大学病院に通院中の本態性高血圧患者で、3 か月以上降圧薬処方の変更のない 20 歳
以上の男女 350 名を登録した。 
随時尿を用いで尿中アルブミンを測定し、クレアチニン比（㎎/g Cr 、UACR)で表した。アル
ブミン測定感度は 5 mg/L であり、測定感度以下の検体はアルブミン濃度を 2.5 ㎎/L をとした後






【結   果】 
対象患者の年齢は 70±11.4 歳、外来血圧 は 138±20.5/78.8±12.3 mmHg、血清クレアチニ
ン値は 0.82±0.24 mg/dL、HbA1c 5.6±0.6%であった。対象の 88.3%で尿中にアルブミンが検出
され、35.4%が異常アルブミン尿を呈した。 






































【方法】名古屋市立大学病院に通院中の本態性高血圧患者で、3 か月以上降圧薬処方の変更のない 20 歳
以上の男女 350 名で、随時尿の尿中アルブミンを測定し、クレアチニン比(㎎/g Cr 、UACR)で表した。測定




【結果】対象患者は 70 ± 11.4 歳、外来血圧 138 ± 20.5/78.8 ± 12.3 mm Hg、血清クレアチニン値
0.82 ± 0.24 mg/dL、HbA1c 5.6±0.6%であった。対象の 88.3%で尿アルブミンが検出され、35.4%が異常アル
ブミン尿を呈した。多重ロジスティック回帰分析の結果、収縮期血圧(オッズ比 1.01、p = 0.04)、BNP(1.10、p =
0.03)、CRP(4.31、p = 0.03)が異常アルブミン尿の独立した規定因子であった。重回帰分析の結果、尿中アル
ブミン排泄量は、収縮期血圧(β = 0.235、p = 0.002)、血清クレアチニン(0.103、p = 0.04)、BNP(0.321、p
<0.001)、CRP(0.156、p = 0.04)と独立に関連した。 













症候群、糖尿病の関与率とその対応、2)異常アルブミン尿をクレアチニン比 30 mg/g とした根拠など 12 項目
の質問が、主査の早野からは、1)本研究が検証しようとする仮説、2)尿中アルブミン排泄量の日内および日日
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